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論文審査の要旨（2000 字程度） 

本論文は、「建築家・内田祥三の初期都市計画に関する研究－都市計画の実現に向けた技術の成立過

程－」と題し、以下の１０章より構成されている。 

 

第１章「序論」では、都市計画の実現には、都市全体のあり方から個々の施設や事業に落とし込む

「計画力」と、個々の施設や建設から都市や地域の計画を構想する方向性の「推進力」があるとした

うえで、この２つがバランスよく機能する必要があると述べている。その上で実行力のある計画を策

定していた、法定都市計画の成立期の建築家・内田祥三の初期都市計画を対象にし、「推進力」を生み

出した側面から都市計画の技術が成立してきた一端を明らかにすることを目的とすることを述べてい

る。 

 

第２章「都市開発事業の史的潮流の概観」では、次章以降の検討の前提として、社会的状況や都市

開発事業の史的潮流を概観している。住宅不足という社会問題と、土地会社による郊外住宅地開発を

背景として、郊外に住宅団地を開発する事業を制度化しようと住宅会社法が検討され、内田祥三が詳

細な場を対象とした検討を担った経緯を明らかにし、そのなかで内田が個々の施設配置と施設を建

設・運営する財政という２つの視点を得ていたことを推測している。 

 

 第３章「内田祥三の人物史と都市計画観の大枠」では、内田祥三の計画した具体的な事業や計画を

理解する前提として、人物史を通観するとともに、都市計画観の大枠を把握している。その結果、内

田にとって都市計画は、都市の膨張抑制のような、同時代に存在した都市全体に対するものではなく、

住宅、交通機関、公園、運動場などの個々の施設を整えることであったこと、つまり、人を中心とし

た生活空間を整えることであったことを明らかにしている。 

 

 第４章「田園都市計画の作成過程と施設配置」では、内田が住宅会社法検討の中で 1919 年に作成に

着手した田園都市計画の作成過程と施設配置を分析している。内田は、対象敷地が郊外にあり都心へ

の通勤が発生することも考慮しながら道路計画や住宅、公園を事細かに書き込むことによって、シビ

ック・センターを中心とする計画敷地全体から敷地裏のオープンスペースを囲む住宅群まで、段階的

なスケールでの施設のまとまりを創出していたことを明らかにしている。 



 

第５章「海外の田園都市の調査と事業化方法の考案」では、田園都市計画において内田が金銭面で

の計画も考えていたことに着目し、事業化の仕組みについて明らかにするとともに、海外事例をもと

に作成した手書きノートとの比較から、内田が受けた影響と独自に考案した部分を明らかにしている。

それらを受けて、内田のアレンジの背景には、事業推進のため、分譲方式を採って不動産経営として

収支が成り立つことを民間の資本家に示す目的があったと推測している。 

 

第６章「個々の施設とその集合体に対する内田祥三の考え」では、1920 年に大阪北港株式会社の依

頼で開始した住宅地経営の作成過程と施設配置を分析している。内田は、住宅数に対する商店数の割

合や、公園と広場の面積を勘案した計画、美観のための広幅員道路を計画する一方、土地を節約でき

る住宅配置を考えた計画など、経営地全体でのバランスや、そこでの生活を見据えながら個々の施設

配置を行ったことを明らかにしている。 

 

第７章「官民連携による大阪北港開発事業の成立背景」では、大阪北港株式会社設立期の大阪北港

開発事業の背景を分析している。内田が計画に参画した際には大阪北港株式会社と大阪市が連携して

北港の開発をおこなう方針がすでに決まっていたことを示し、その中で内田の役割は「個々の施設の

配置」を具体的に示して、行政側の考えも内包した計画の実現見通しを立てることであったことを明

らかにしている。 

 

第８章「路線的商業地域の計画思想と性質」では、内田が発案し全国で採用された路線的商業地域

を分析している。内田は、住民の利便性向上や街路の体裁、土地の有効利用という観点から沿道の民

間開発を誘導しようとしていたが、一方で商業地域の範囲や量に関する議論は見られなかったことを

明らかにしている。 

 

第９章「都市計画の実現に向けた技術の成立過程」では、前章までの各事例から得られた知見を、

内田の都市計画の実現に対する視座、都市計画の実現に向けた技術の成立過程としてまとめている。

そのうえで、常に民間の力を活用・誘導することで都市計画の実現に注力していた内田の計画は、都

市全体の姿よりも、比較的狭い地域での住環境を整えるものになっていたと分析している。 

 

第１０章「結論」では、これまでの検討を総括し、本論文の結論を述べている。 

 

以上を要約するに本論文は、内田の施設配置を詳細に検討する計画方法と、他の制度も含めそれを

実現しようとする動きを明らかにすることを通じて、個々の施設配置・事業と都市全体という都市計

画の２つの側面を可視化したものであり、その成果は、民間活力の活用と都市全体の計画の関係とい

う現代にも通じる視点を投げかけている点で工学上、寄与するところが大きく、博士（工学）の学位

論文として十分な価値を有するものと認める。 

 

注意：「論文審査の要旨及び審査員」は、東工大リサーチリポジトリ（T2R2）にてインターネット公表されますので、公表可能な範囲の内容

で作成してください。 

 

 


